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2020 年: 国際観光客到着数が 10 億人減少した観光史上最悪の年 

 

2021 年 1 月 28 日付 UNWTO 本部発表の和訳です。 

原文はこちらから：https://www.unwto.org/news 

国連世界観光機関(UNWTO)の最新データによると、2020 年に世界の観光は史上最

悪の年を迎え、国際観光客到着数は 74%減少した。世界の国・地域は、前例のない

需要の減少と、観光を目的とした、広範な渡航の制限（以下「渡航制限」という。）

により、2020 年の国際到着数が前年比で 10 億人減少した。これは、2009 年の世

界経済危機の際に記録した 4%の減少と比較されている。 

 

最新の UNWTO 世界観光指標(World Tourism Barometer)によると、国際旅行の損

失は、2009 年の世界経済危機の際の 11 倍以上に当たる約 1.3 兆米ドルの輸出収入

となっている。この危機により、観光にかかわる 1 億から 1 億 2000 万人の雇用が危

険にさらされ、その多くが中小企業においてみられる。 

多くの国では現在、パンデミック(世界的な流行)の広まりを警戒し、より厳しい渡航

制限を再び導入している。これには、強制検査、検疫、そして、場合によっては国境

の完全な閉鎖が含まれ、そのすべてが国際旅行の再開に重くのしかかっている。それ

と同時に、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のワクチンの段階的な接種は、

旅行者の信頼を回復するとともに、渡航制限の緩和に貢献し、今後 1 年間に観光の緩

やかな正常化に寄与すると予想されている。 

 

UNWTO のズラブ・ポロリカシヴィリ事務局長は、「国際観光を安全なものにするた

めに多くのことがなされていますが、我々は危機が決して終わっていないことを認識

しています。検査、追跡、予防接種証明書を含む COVID-19 旅行関連のリスク低減対

策の調和、調整、デジタル化は、安全な旅行を促進し、観光の回復に備えるために不

可欠な基盤である。」と述べた。 

 

回復の見通しとしては引き続き慎重 
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最新の UNWTO 専門家委員会の調査では、2021 年については混沌とした見通しを示

している。2021 年の見通しについて、回答者のほぼ半数(45%)は昨年に比べて改善

すると予想し、25%は同様の業績を見込み、30%は 2021 年における業績の悪化を予

見している。 

全体的な見通しとしては、2021 年における回復は悪化しているように思われる。

2022 年になってようやく回復が始まるとしていた回答者は 2020 年 10 月には 21%

であったが、現在は 50%となっている。残りの半数の回答者は、2020 年 10 月の調

査で示された予想よりは下回っているものの(79％が 2021 年中の回復を予想)、2021

年中の回復の可能性は依然として高いとみている。UNWTO の専門家委員会は、国内

観光及び「スロートラベル」における体験への関心が高まっている中で、観光が再開

される際に野外及び自然に親しむ観光活動に対する需要が高まることを予見している。 

さらに先を見据えて、ほとんどの専門家は、2023 年より前にはパンデミック以前の

水準に戻らないとみている。実際、回答者の 43%が 2023 年における回復を示し、

41%は、2024 年又はそれ以降になってようやく 2019 年の水準に戻り始めると予想

している。UNWTO の 2021-2024 年における長期のシナリオでは、国際観光が

2019 年の水準に戻るには 2 年半から 4 年かかる可能性があることを示している。 

 

世界のすべての地域に影響 

アジア・太平洋(-84%)地域は、パンデミックの影響を一番受けた地域であり、現在最

も強い渡航制限を行っており、2020 年における国際観光客到着数が最も減少した(3

億人の減少)。中東とアフリカは、ともに 75%の減少を記録した。 

ヨーロッパは、2020 年の夏に短期間の回復があったにもかかわらず、到着者数にお

いて 70%の減少を記録した。ヨーロッパは、最大の落ち込みに苦しみ、一番落ち込み

が激しく、2020 年には 5 億人以上の国際観光客到着数が減少した。米州は、今年の

第４四半期においてやや良い結果となり、国際観光客到着数の 69%の減少となった。 

最新の世界の地域におけるデータに関する概要は、UNWTO 世界観光指標と UNWTO

観光の回復状況を示す指標(Tourism Recovery Tracker)をご覧ください。 

 

 

https://www.unwto.org/unwto-world-tourism-barometer-data
https://www.unwto.org/unwto-tourism-recovery-tracker

